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ノクセラーTBZTDについて (2)

前回° に引き続き，ノクセラーTBZTD(テトラベンジル

チウラムジスルフィド）について紹介する.TBZTDは，他

のチウラム系加硫促進剤と比較すると分子量が大きいため

TT, TETなどより配合量を多くする必要がある．同じモ

ル数を添加すると TT,TETとほぽ同様な加硫度を得るこ

とができる．

今回は， NR配合におけるTBZTDの加硫挙動について

紹介する.TBZTDは，チウラム系加硫促進剤であること

から，一般的には二次加硫促進剤として使用されるが，こ

こでは， TBZTD0.8phr配合に各種加硫促進剤（加硫剤）を

0.5phr併用した場合の加硫挙動を紹介する．

図1にグアニジン，チオウレア系加硫促進剤を併用した

場合の加硫曲線を示す．共に併用することによってスコー

チ，加硫速度が速くなる．特にチオウレア系(C,EUR)の

スコーチが速い．また，加硫トルクの上昇は小さい．

図2にチアゾール系（含スルフェンアミド系）加硫促進剤

を併用した場合の加硫曲線を示す．チアゾール系加硫速度

の併用は，加硫速度を速く，加硫トルクも大きく上昇させ

る．特に，スルフェンアミド系(CZ, NS-P)の場合は．

スコーチが抑えられている．

図3に上記以外の加硫促進剤，加硫剤 (PM)を併用した

場合の加硫曲線を示した.ZTC, ZIX, ZBXは，スコーチ

を速くするが加硫トルクの上昇は小さい．

次回も引き続き， TBZTDについて紹介する．

実 験

1. 配合

NR 100, 酸化亜鉛5'ステアリン酸3,HAFブラック45,

ナフテン系オイル 10,硫黄1.5,TBZTD 0.8, 併用加硫促

進剤0.5

2. 試験条件

加硫試験； MDR2000, 測定温度； 145℃ 
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ここに記載した内容は，細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが，結果をすべて確実に保証する

ものではありません．
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図1 TBZTD/グアニジン，チオウレア系加硫促進剤の加硫曲線
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図2 TBZTD/チアゾール系加硫促進剤の加硫曲線
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図3 TBZTD/その他の加硫促進剤の加硫曲線
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